
分野別〔たばこ・アルコール：乳幼児期〕取り組みの整理表 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【現状からみえる課題】 

・育児ストレスからたばこをやめられない 

・親が子どもの前でたばこを吸っている 

・身近にたばこがあると子どもが触りたがる 

 

 

 

 

【現状からみえる課題】 

・公園や道路にたばこが 

ポイ捨てされている 

（子どもが触りたがる） 

・喫煙所がきちんと 

隔離されていない 

（分煙が中途半端） 

 

 
 

社会環境 

行政の取り組み 

【現状からみえる課題】 

前提条件 

地域の取り組み 

住民の取り組み 現状 
      

めざす姿 
（大目標） 

【現状からみえる課題】 

・学校の校門前等が喫 

煙所と化している 

大
切
な
人
を
た
ば
こ
の
煙
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う 

 
・母親の喫煙率は、県と比較

すると、県より高くなって

いる 

・母親の喫煙率 

妊婦     5.6％ 

乳児     5.7％ 

１才６か月児 6.0％ 

３歳     7.5％ 

保育園(年長) 13.2％ 

小学５年   15.0％ 

中学２年     16.1％ 

父親の喫煙率 

保育園(年長) 40.4％ 

小学５年   35.8％ 

中学２年   40.6％ 

→子供が大きくになるにつ

れて親の喫煙率が上昇 

・健康づくり計画アンケート

（子育て世代以外の人も含

む）では喫煙者がここまで

多くない。 

・家族に喫煙者がいない方が

朝食を食べている子供が多

い。 

（喫煙者がいない 93.7％：

喫煙者がいる 86.0％） 

・ 

 

【現状からみえる課題】 

 

 

 

 

【今後の取り組み】 

・ 

 

【今後の取り組み】 

・ 

 

【今後の取り組み】 

・ 

 



分野別〔たばこ・アルコール：学童期〕取り組みの整理表 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【現状からみえる課題】 

・たばこと病気に関する知識が少ない 

・病気にならないとやめられない 

・子どもがお酒やたばこを吸うことを 

親が認めている 

 

 

 

 

【現状からみえる課題】 

・子どもがたばこに 

触れる機会が多い 

（遊ぶ場所の多様化、 

夜遅くまで遊ぶ等） 

・家族や先輩がたばこ 

を吸っていると興味 

を持ってしまう。 

・たばこを吸っている 

姿がかっこいいと 

思ってしまう 

 
 

社会環境 

行政の取り組み 

【現状からみえる課題】 

前提条件 

地域の取り組み 

住民の取り組み 現状 
      

めざす姿 
（大目標） 

【現状からみえる課題】      

大
切
な
人
を
た
ば
こ
の
煙
か
ら
守
り
ま
し
ょ
う 

  

・家族内の喫煙者は、父親の

割合が高くなっている 

・母親の喫煙率 

妊婦     5.6％ 

乳児     5.7％ 

１才６か月児 6.0％ 

３歳     7.5％ 

保育園(年長) 13.2％ 

小学５年     15.0％ 

中学２年     16.2％ 

父親の喫煙率 

保育園(年長) 40.4％ 

小学５年   35.8％ 

中学２年   40.6％ 

・たばこについて、何も思わ

ない人が小学生で 2.3％、中

学生で 4.8％→家族の中で

喫煙者がいる方が、何も思

わない子が多い（小 79.0％ 

中 60.0％） 

・たばこについて、大人にな

ったら吸ってみたい人が小

学生で 2.0％、中学生で

2.1％→家族の中の喫煙者

の有無で差はない。 

・家族の中で喫煙者がいない

方が、体によくない、病気

になると思っている子が小

学生で多い。 

・小学生に比べて中学生で、

お酒に対して肯定的な印象

を覚える割合が高い。 

・ 

 

【現状からみえる課題】 

 

 

 

 

【今後の取り組み】 

・ 

 

【今後の取り組み】 

・ 

 

【今後の取り組み】 

・ 

 


